
ノツケからの航路図（江戸時代末期）
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◆所在地◆

野付通行屋跡遺跡

【住所】 野付郡別海町野付

・野付半島ネイチャーセンターから

車と徒歩で約30分（要許可）

※ 野付通行屋跡遺跡を訪問される際

は、事前に野付半島ネイチャー

センターにご相談ください。

野付番屋跡遺跡

野付通行屋跡遺跡

野
付
通
行
屋
跡
遺
跡
は
江
戸

時
代
末
期
の
遺
跡
で
あ
り
、
文

献
資
料
と
遺
構
が
残
っ
た
北
海

道
の
中
で
も
貴
重
な
遺
跡
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

野
付
通
行
屋
は
寛
政
元
年

(

一
七
八
九
年)

に
起
こ
っ
た
ク

ナ
シ
リ
・
メ
ナ
シ
の
戦
い
、
寛

政
四
年(

一
七
九
二
年)

に
ロ
シ

ア
の
使
節
ラ
ク
ス
マ
ン
の
来
根

な
ど
、
蝦
夷
地
の
国
防
に
係
る

対
策
の
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
な

ど
か
ら
寛
政
十
一
年(

一
七
九

九
年)

に
野
付
半
島
先
端
に
設

置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

通
行
屋
に
は
支
配
人
と
そ
の

妻
、
ア
イ
ヌ
の
人
足
八
人
が
詰

め
て
い
た
と
さ
れ
て
お
り
、
対

岸
に
は
ニ
シ
ン
漁
の
番
屋
が
江

戸
時
代
に
六
十
軒
ほ
ど
建
ち
並

ん
で
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

設
置
前
か
ら
野
付
半
島
は
、

国
後
島
泊
ま
で
の
距
離
が
約
十

六
キ
ロ
と
最
短
ル
ー
ト
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
要
所
と
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
「
津
軽
一
統
志
」

(

一
六
七
〇
年)

に
は
、
「
み
む

ろ(

根
室)

よ
り
の
し
け(

野
付)

着
（
中
略
）
是
よ
り
ら
っ
こ
島

く
な
し
り
へ
渡
り
」
と
あ
り
、

国
後
島
へ
渡
る
た
め
に
一
度
野

付
半
島
を
経
由
し
て
い
た
こ
と

が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

野
付
半
島
の
先
端
を
描
い
た

松
浦
武
四
郎
の
「
東
蝦
夷
日

誌
」
で
は
、
通
行
屋(

中
央
下

の
三
軒)

や
ニ
シ
ン
漁
を
行
っ

て
い
た
番
屋(

対
岸
の
建
物
群)

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
松
浦
武
四
郎
と
い
う
人
物

は
、
「
北
海
道
」
と
い
う
名
称

の
名
付
け
親
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
れ
以
外
に
も
多
く
の
書
物
で

通
行
屋
や
番
屋
が
描
か
れ
て
お

り
、
当
時
の
野
付
半
島
の
様
子

が
窺
え
ま
す
。

「東蝦夷日誌」松浦武四郎（安政3年）

～
幻
の
町
「
キ
ラ
ク
」
～

野
付
半
島
に
は
地
元
で
伝
承
さ
れ
て

い
る
伝
説
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
幻

の
町
キ
ラ
ク
」
。

こ
の
「
キ
ラ
ク
」
に
は
江
戸
時
代
末

期
に
た
く
さ
ん
の
建
物
が
建
ち
並
び
、

武
家
屋
敷
や
遊
郭
、
鍛
冶
屋
な
ど
が

あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
い
つ
頃
か
忽
然
と
そ
の
町
は

姿
を
消
し
た･･･

。

「
キ
ラ
ク
」
の
存
在
を
立
証
す
る
文
献

資
料
等
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
歴
史
ロ
マ

ン
を
か
き
立
て
る
物
語
と
し
て
語
り
継

が
れ
て
お
り
ま
す
。

建物跡貝 塚遺物（陶磁器類など）

野付通行屋跡遺跡

加賀家文書館
資料展示

■ 野付半島ネイチャーセンター
【住所】 野付郡別海町野付63 

TEL：0153-82-1270
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ
http://notsuke.jp/

・中標津空港から車で約50分

野
付
通
行
屋
の
支
配
人
と
し
て

加
賀
伝
蔵
と
い
う
人
が
い
ま
す
。

支
配
人
・
ア
イ
ヌ
語
通
訳
と
し
て

活
躍
し
、
野
付
半
島
で
農
耕
を
試

み
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
加
賀
伝
蔵
が
残
し
た
多
く
の

古
文
書
資
料
や
生
活
資
料
な
ど
が
、

別
海
町
の
「
加
賀
家
文
書
館
」
に

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

野
付
半
島
は
一
年
で
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
、
年
々
沈
下
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま

放
っ
て
お
く
と
遺
跡
も
浸
食
さ
れ
、
崩
壊

の
危
険
が
あ
る
こ
と
か
ら
別
海
町
は
平
成

十
五
年
か
ら
十
七
年
に
か
け
て
発
掘
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

発
掘
調
査
の
結
果
、
建
物
跡
や
柱
穴
列
、

溝
跡
、
貝
塚
と
い
っ
た
遺
構
、
陶
磁
器
類

や
金
属
製
品
、
木
製
品
と
い
っ
た
遺
物
、

約
一
万
二
千
点
が
出
土
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
調
査
は
遺
跡
全

体
の
半
分
し
か
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、

も
う
半
分
は
未
だ
手
付
か
ず
に
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
後
、
新
た
な
発
見
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

■ 加賀家文書館
【住所】 野付郡別海町別海宮舞町29 
TEL：0153-75-2473
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ
https://betsukai.jp/kyoiku/kyoudo

・中標津空港から車で約35分

野付半島
ネイチャーセンター

標津町

中標津空港

中標津町

加賀家文書館

別海町
地理院地図

野付半島

野付通行
屋跡遺跡

道の駅
おだいとう

http://notsuke.jp/
https://betsukai.jp/kyoiku/kyoudo

